
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

立

入

り

の

許

可

〃

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

担

当

課

（

室

）

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

目

次

の

完

了

○

〃

〃

【

告

示

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

の

失

効

医

薬

安

全

課

○

〃

〃

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

〃

〃

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

〃

〃

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

○

〃

〃

出

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

○

〃

〃

完

了

○

指

定

地

域

相

談

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

〃

○

〃

〃

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

○

〃

〃

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

○

広

島

・

岡

山

連

合

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

の

開

海

区

漁

業

調

整

委

員

関

の

指

定

に

係

る

事

項

の

変

更

催

会

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

○

岡

山

・

兵

庫

県

瀬

戸

内

海

連

合

海

区

漁

業

調

整

〃

関

の

指

定

の

辞

退

委

員

会

の

開

催

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

○

岡

山

・

香

川

連

合

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

の

開

〃

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

催

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

【

公

告

】

○

耕

地

課

県

営

土

地

改

良

事

業

計

画

の

縦

覧

○

〃

〃

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

岡

山

県

公

報

令和６年２月２日 第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
十
九
号 

 

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
は
、

そ
の
効
力
を
失
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

知
事
指
定
薬
物
の
名
称 

１ 

二
―
（
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
―
二
―
（
三
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
―
一
―

オ
ン
（
通
称
名
Ｈ
Ｘ
Ｅ
、
Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ
ｘ
ｅ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類 

２ 

Ｎ
―
エ
チ
ル
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
Ｎ
―
プ
ロ
ピ
ル
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
（
通
称
名
四
―
Ｈ
Ｏ
―
Ｅ

Ｐ
Ｔ
）
及
び
そ
の
塩
類 

３ 

エ
チ
ル
＝
三
・
三
―
ジ
メ
チ
ル
―
二
―
（
一
―
ペ
ン
チ
ル
―
一
Ｈ
―
イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル
―
三
―
カ

ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
）
ブ
タ
ノ
ア
ー
ト
（
通
称
名
Ｅ
Ｄ
Ｍ
Ｂ
―
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩
類 

二 

指
定
の
失
効
の
理
由 

 

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
指
定
さ
れ
た
た
め 

三 

失
効
年
月
日 

 

令
和
六
年
一
月
二
十
九
日 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

よ
つ
ば
の
ク
ロ
ー
バ
ー 

長
船 

  

２  

所
在
地 

瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
五
〇
〇
番
地
二 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
安
心
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岡
山
市
北
区
春
日
町
五
番
二
〇
号
ア
ル
フ
ァ
春
日
町
一
〇
三
号
室 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
二
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
一
二
〇
〇
〇
七
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

児
童
発
達
支
援 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
一
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

さ
す
て
な
ワ
ー
ク 

  

２  

所
在
地 

津
山
市
皿
六
二
八
番
七
号 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

社
会
福
祉
法
人
生
き
活
き
館 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岡
山
市
北
区
春
日
町
九
番
五
号 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
二
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
三
〇
〇
九
七
九 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 
 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
二
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

せ
と
う
ち
旭
川
荘
地
域
生
活
ホ
ー
ム 

  

２  

所
在
地 

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
四
九
八
二
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岡
山
市
北
区
祇
園
八
六
六 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
二
一
二
〇
〇
〇
一
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

共
同
生
活
援
助 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
三
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

な
な
い
ろ 

  

２  

所
在
地 

玉
野
市
山
田
九
一
九
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
虹
色 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

玉
野
市
山
田
九
一
九
―
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
四
〇
〇
五
三
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
） 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
四
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
地
域
相
談
支
援
の
事
業
を
廃

止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

相
談
支
援
事
業
所 

さ
ん
ら
い
ず   

２  

所
在
地 

井
原
市
井
原
町
一
六
六
五
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
太
陽
の
会 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

井
原
市
井
原
町
一
六
六
五
―
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
三
〇
七
〇
〇
〇
三
四 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

指
定
年
月
日 

 

ホ
リ
エ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
社
市
駅
前
一
―
八
―
七
二 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
一
日 

 

ア
イ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

笠
岡
市
五
番
町
五
―
一 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
一
月
一
日 

 

の
ぞ
み
薬
局
わ
け
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

和
気
郡
和
気
町
泉
五
〇
―
五 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
二
月
一
日 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
六
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

変
更
前 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

変
更
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更
年
月
日 

ア
ル
フ
ァ
ー
薬
局
小
田
店 

 
 

 
 

 
 

 

医
療
機
関
の
所
在
地 

 
 
 

 
 
 

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
五
五
三
七 

 
 

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
五
五
二
六 

 
 

 

令
和
六
年
一
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

―
一
〇 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

―
一 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
七
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

辞
退
年
月
日 

ホ
リ
エ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
社
市
駅
前
一
―
八
―
七
二 

 
 

 
 

 
 
 

調
剤 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
五
年
十
一
月
十
五
日 

 

ア
イ
薬
局 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
五
番
町
五
―
一 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
お
ぞ
ら 

 
 

 
 

 

赤
磐
市
桜
が
丘
西
四
―
一
―
一
六 

 
 

 
 

 

訪
問
看
護
（
腎
臓
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
八
号 

 

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
田
之
浦
一
―
四
―
五 

 
 

中
村 

新
治 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
田
之
浦
二
―
五
―
七 

 
 

金
本 

住
夫 

二 

加
入
区 

 
 

下
津
井 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

第
一
田
之
浦
吹
上
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 

 
 

 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
吹
上
二
―
一
―
三 

 
 

 

尾
﨑 

末
明 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
田
之
浦
二
―
一
〇
―
一
二 

荒
尾 

正
義 

二 

加
入
区 

 
 

下
津
井 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

本
田
之
浦
吹
上
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 

 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
三
―
八
二
―
一 

 
 

 
 

山
﨑 

裕
貴 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
五
―
五
―
三
〇 

 
 

 
 

大
星 

数
馬 

二 

加
入
区 

 
 

下
津
井 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

第
一
下
津
井
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 

 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
二
六
一
四
―
三
〇 

 
 

 

山
本 

博
文 
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岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
三
―
一
八 

 
 

 
 

 
 

西
田 

晃
夫 

二 

加
入
区 

 

 
 

下
津
井 

三 
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

下
津
井
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 

 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
三
―
二
一
八 

 
 

 
 

 

松
本 

 

猛 

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
三
―
二
五 

 
 

 
 

 
 

竹
内 

良
明 

二 

加
入
区 

 
 

下
津
井 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

下
西
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
九
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

瀬
戸
内
市 

二 

事
業
の
種
類 

瀬
戸
内
市
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
駐
車
場
整
備
事
業 

三 

起
業
地 

１ 

収
用
の
部
分 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
長
船
字
砂
田
地
内 

２ 

使
用
の
部
分 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

瀬
戸
内
市
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法

第
三
条
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
「
社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
に
よ
る
博

物
館
」
」
に
該
当
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足

す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
瀬
戸
内
市
は
、
本
件
事
業
を
第
三
次
瀬
戸
内
市
総
合
計
画
（
令
和

三
年
一
〇
月
策
定
）
、
新
市
建
設
計
画
（
令
和
三
年
九
月
変
更
）
及
び
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
「
日

本
刀
の
聖
地
」
拠
点
計
画
に
位
置
付
け
て
お
り
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
財
源
措
置

を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

(1) 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
刀
剣
を
専
門
的
に
扱
う
公
立
博
物

館
施
設
に
お
い
て
必
要
が
見
込
ま
れ
る
一
〇
二
台
分
の
自
動
車
駐
車
場
を
整
備
す
る
も
の
で
あ

り
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
通
行
車
両
等
に
よ
る
事
故
防
止
と
安
全
性
の
確
保
に
相
当
の

寄
与
が
見
込
ま
れ
る
。 

ま
た
、
本
件
事
業
の
計
画
に
お
い
て
は
、
①
利
用
者
の
安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
し
、
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
②
周
辺
住
民
や
交
通
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
、

③
既
存
敷
地
と
の
一
体
的
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
④
最
小
限
の
工
事
数
量
で
、
施
工
が
容

易
で
あ
る
こ
と
、
⑤
経
済
性
に
お
い
て
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
複
数
の
候
補
地

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。 

(2) 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法
（
平

成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
保
護

の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
件
事
業
地
内
の
土
地

に
お
け
る
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

(3) 

(1)
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と
(2)
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
内
市
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
必
要
が
見
込
ま
れ
る
駐

車
場
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供

さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

５ 
結
論 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。 

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瀬
戸
内
市
役
所
産
業
建
設
部
文
化
観
光
課 
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〔

〕

（

）

、

五
三

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
二
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
及
び
地
区
名

県
営
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
整
備
（
一
般
）

奥
池
地
区
）

二

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
整
備
（
一
般
）

奥
池
地
区
）
計
画
書

三

縦
覧
の
期
間

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

四

縦
覧
の
場
所

倉
敷
市
庄
支
所
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〔

〕

（

）

、

五
四

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
六
年
二
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
及
び
地
区
名

県
営
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
整
備
（
一
般
）

真
備
市
場
新
池
地
区
）

二

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
整
備
（
一
般
）

真
備
市
場
新
池
地
区
）
計
画
書

三

縦
覧
の
期
間

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

四

縦
覧
の
場
所

倉
敷
市
真
備
支
所
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〔
五
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
瀬
戸
内
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豆

田
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
用
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
一
月
二
十
三
日
か
ら

同
年
二
月
二
十
九
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
五
六
〕
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
事
業
の
準
備
の
た
め
の
土
地
立
入
り
を
許
可
し
た
。

令
和
六
年
二
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

二

事

業

の

種

類

六
十
六
ｋ
Ｖ
特
別
高
圧
架
空
送
電
線
路

日
比
線
Ｎ
ｏ
．
十
一
～
十
四
経
年
鉄

塔
建
替
工
事

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
入
り
の
期
間

令
和
六
年
二
月
二
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で

五

立
ち
入
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
一
丁
目

〃

〃

奥
玉
二
丁
目

〃

〃

奥
玉
三
丁
目

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
五
七
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
前
局

建
第
六
七
五
号 

令
和
六
年
一
月
二
十

四
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

備
前
市
香
登
西
字
藤
田
六
六
番
四
、
六

六
番
二
の
一
部
、
六
六
番
二
地
先
水
路 

道

路

の

位

置 

六
・
〇
二 

 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

五
五
・
一
二  

 
 

 
 

  

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
五
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
西
郡
字
三
通
田
九
二
六
―
一
、
九
二
八
―
三
、
九
二
八
―
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

倉
敷
市
田
ノ
上
一
一
二
八
―
六 

株
式
会
社
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ 

Ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ 

代
表
取
締
役 

横
田 
哲
也 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
九
月
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
九
七
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
五
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
真
壁
字
烏
田
三
八
八
―
一
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

鳥
取
県
米
子
市
上
福
原
三
丁
目
一
五
―
二
七 

二
〇
五
号 

廣
幡 

将
基 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
四
七
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
真
壁
字
烏
田
三
八
八
―
八 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
西
阿
知
町
一
〇
三
三
―
五
ラ
ポ
ー
ル
三
〇
一
号 

羽
床 

拓
真 

羽
床 

 

陽 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
四
六
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

津
山
市
国
分
寺
字
長
久
呂
八
二
―
一
、
八
三
―
一
、
八
三
―
二
、
八
三
―
三
、
字
水
廻
リ
八
四
― 

一
、
八
五
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

津
山
市
二
宮
六
五
四
―
四 

株
式
会
社
イ
シ
ン
住
宅
研
究
所 

代
表
取
締
役 

石
原 
宏
明 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
五
〇
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

津
山
市
高
野
本
郷
字
有
安
二
四
四
三
―
二
、
二
四
四
三
―
四
、
二
四
四
五
―
三
、
二
四
四
七
―
三
、

字
壁
屋
二
四
五
七
―
一
、
二
四
五
九
、
二
四
六
一
―
一
、
二
四
五
七
―
一
地
先
水
路 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
―
一
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

代
表
取
締
役 

横
山 
英
昭 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
八
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
一
〇
―
二
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
西
阿
知
町
八
四
七
ル
ー
チ
ェ
二
〇
二 

日
髙 

倖
一 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
八
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
西
郡
字
三
通
田
九
二
六
―
一
、
九
二
八
―
三
、
九
二
八
―
六 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路
、
下
水
道 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

倉
敷
市
田
ノ
上
一
一
二
八
―
六 

株
式
会
社
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ 

Ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ 

代
表
取
締
役 

横
田 

哲
也 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
九
月
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
九
七
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

津
山
市
国
分
寺
字
長
久
呂
八
二
―
一
、
八
三
―
一
、
八
三
―
二
、
八
三
―
三
、
字
水
廻
リ
八
四
―

一
、
八
五
―
一 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路
、
公
園 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

津
山
市
二
宮
六
五
四
―
四 

株
式
会
社
イ
シ
ン
住
宅
研
究
所 

代
表
取
締
役 

石
原 

宏
明 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
五
〇
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



〔
六
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

津
山
市
高
野
本
郷
字
有
安
二
四
四
三
―
二
、
二
四
四
三
―
四
、
二
四
四
五
―
三
、
二
四
四
七
―
三
、

字
壁
屋
二
四
五
七
―
一
、
二
四
五
九
、
二
四
六
一
―
一
、
二
四
五
七
―
一
地
先
水
路 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

水
路
、
消
防
の
用
に
供
す
る
貯
水
施
設 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
―
一
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

代
表
取
締
役 

横
山 

英
昭 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
八
号 

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
一
号

広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
六
十
八
回

広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
六
年
二
月
二
日

広
島
・
岡
山
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

北

田

國

一

一

日
時

令
和
六
年
二
月
二
十
日
（
火
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

福
山
市
三
吉
町
一
丁
目
一
番
一
号

広
島
県
福
山
庁
舎

第
三
庁
舎
三
八
一
・
三
八
二
会
議
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
四
）
九
二
一

一
三
一
一

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
六
年
度
に
お
け
る
各
種
漁
業
の
入
会
調
整
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

緩
衝
海
域
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
・
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
一
号

岡
山
・
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

第
六
十
二
回
岡
山
・
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
六
年
二
月
二
日

岡
山
・
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

田

沼

政

男

一

日
時

令
和
六
年
二
月
十
五
日
（
木
）

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

二

場
所

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
四
丁
目
十
番
八
号

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

地
下
一
階
リ
リ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
八
）
二
九
一

一
一
一
七

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
六
年
度
に
お
け
る
各
種
漁
業
の
入
会
調
整
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

会
長
及
び
会
長
代
理
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
つ
い
て

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号



◎
岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
一
号

岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
六
十
三
回

岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
六
年
二
月
二
日

岡
山
・
香
川
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

北

尾

登

史

郎

一

日
時

令
和
六
年
二
月
五
日
（
月
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
一
丁
目
一
番

高
松
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

七
階
会
議
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
七
）
八
五
一

三
四
四
二

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
六
年
度
に
お
け
る
各
種
漁
業
の
入
会
調
整
に
つ
い
て

令和６年２月２日　岡山県公報　第１２５７０号


